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(や＝山田 学)〔☆★☆わかりやすく！★☆
★☆
令和6年能登半島地震にて、亡くなられた方
がたに、謹んで、お悔やみ申し上げます。被
害にあはれた方がたに、謹んで、お見舞ひ申
し上げます。
＊
昨年12月7日朝、わが母 山田ことぢが93歳に
て永眠しました。新年のごあいさつを控へさ
せていただきます。母は12月1日にワクチン
接種したところ、翌日突然、呼吸困難となつ
た。それが、持病の心臓弁膜症に悪影響を、
与へたのかもしれません。
＊
ご縁があり、わたしどもが扱ふ〈TQ技術〉
(https://tsugie.net 参照) について、「若い女性
にわかりやすい説明」に、徹底努力すべしと、
あれこれ試みてをります。まづわたしが、
〈未知を拓く〉(A4 4枚)

ひら

http://www.jomaca.join-us.jp/hiraku.pdf
を、書いてみました。(今月のJOMONあかで
みぃサイト〈健康平和研究〉画面にて公開)
ご縁にて事前に諸注意点も指摘され、それを
活したつもりではあります。たとへば、やま
とことばの発声の表記として、むしろ、千年
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間自然に、変らずに持続した旧かなづかひの
はうが、理にかなつてゐると、わたしはひろ
く深く、考へてをります。が、その考へが社
会にひろまる前に、いきなり旧かなづかひを
人びとにぶつけてみても、敬遠されがちであ
る…。ので、今回は、断腸の想ひ(?)にて、新
かなづかひとしました。
ご縁にて、この文章を吟味しはじめてくださ
つてゐますが、まだまだ、工夫の余地がある
やうです。順次、更新してまゐります。
みなさまからも、ご意見があれば、ぜひに、
耳を傾けさせていただきます。
TQ技術運動の象徴となる、中心商品が、満
足に開発されてゐれば、人びとにわかりやす
い。この数年間、その中心商品の開発を、求
めてはきたのですが、実現できてゐません。
なにより、体感商品ですから、ことばのみに
てご紹介することに、限界もあるかもしれま
せん。満足できる中心商品を開発し、体感し
あふ仲間づくりをしたいと、あの手この手に
て、求めてはをります。
1992年夏、〈TQ技術〉発明者である実父・山
田俊郎から、ひろく深い話を聴かされ、この

と し を

〈TQ技術〉が、人間社会の過去・現在・未
来において、どういふ位置にあるのか、30年
以上、わたしは徹底調査してまゐりました。
なにより、生命の本質にかなり迫るこの技術
が、決して悪用されぬやう、準備する必要も
ある。ので、決して口先だけではない、人間
社会が地道に着実に平和化してゆく、まさに
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〈狭き門〉をも、眞剣に追求してまゐりまし
た。TQ技術運動の半分は、まさにこの〈狭
き門〉を追求する努力、と言つても、言ひす
ぎではないと、わたしは想ひます。
〈TQ技術〉は、一般民衆 (とくに若い女性ら)
が、体感しあふことをもつて、実は、今の

人間社会の〈未熟さ〉を、指摘してしまふこ
とが、本質です。ですから、あくまでも誇り
高き精神にて、無理のない無駄のない、商品
と説明を、開発してまゐりたいと、想ひます。
もとより山田 学は、みづからの能力の限界
に、敏感です。ひろく深いさまざまなお立場
の方がたからのお声に、眞剣に向き合せてい
ただきます。
2024年、令和6年こそを、〈TQ技術〉が着実
に離陸する、TQ元年と意識し、氣づく限り
の前進をさせていただきます。〕


